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(57)【要約】
【課題】ストッカの後部の形状を商品の陳列に適するも
のとし、ストッカの向きを前後反転させて使用すること
により、ストッカに商品陳列機能を持たせることができ
、販売促進を図ることができるようにした商品陳列什器
を提供する。
【解決手段】ベース棚板７の下方に、前面が開放するス
トッカ収容空間９を設け、このストッカ収容空間９に、
ストッカ１０を収容した商品陳列什器において、ストッ
カ１０の上面を商品陳列面Ｆとし、ストッカ１０の前面
を、ストッカ収容空間９の前面を閉塞しうるとともに、
商品陳列面Ｆより上方に突出する閉塞板１５により形成
し、かつストッカ１０の後部における商品陳列面Ｆ上に
、閉塞板１５の上端より低寸の落下防止柵１９を設け、
ストッカ１０を、前後の向きを変えてストッカ収容空間
９に出し入れしうるようにする。
【選択図】図１



(2) JP 2012-210370 A 2012.11.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース棚板の下方に、前面が開放するストッカ収容空間を設け、このストッカ収容空間
に、ストッカを収容した商品陳列什器において、
　前記ストッカの上面を商品陳列面とし、前記ストッカの前面を、前記ストッカ収容空間
の前面を閉塞しうるとともに、前記商品陳列面より上方に突出する閉塞板により形成し、
かつ前記ストッカの後部における前記商品陳列面上に、前記閉塞板の上端より低寸の落下
防止柵を設け、前記ストッカを、前後の向きを変えて前記ストッカ収容空間に出し入れし
うるようにしたことを特徴とする商品陳列什器。
【請求項２】
　ストッカを、上面が開放する箱状とし、その上端開口部に、上面板を着脱自在に設け、
この上面板の上面をもって、商品陳列面の一部とするとともに、前記上面板より下方のス
トッカ内の空間を予備商品収容空間とした請求項１記載の商品陳列什器。
【請求項３】
　上面板の一部に、手掛け孔を設けた請求項２記載の商品陳列什器。
【請求項４】
　閉塞板の下縁に、手掛け用の凹部を設けた請求項１～３のいずれかに記載の商品陳列什
器。
【請求項５】
　ストッカ収容空間の後部より起立する左右１対の支柱をもって、１または複数の棚板を
、ベース棚板の上方に支持しうるようにした請求項１～４のいずれかに記載の商品陳列什
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベース棚板の下方に、前面が開放するストッカ収容空間を設け、このストッ
カ収容空間に、ストッカを収容した商品陳列什器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の商品陳列什器には、ストッカをレールに沿って引出し可能としたものや
(例えば特許文献１参照)、ストッカの下面にキャスターを設けて、ストッカを床面に沿っ
て引出し可能としたもの(例えば特許文献２参照)等がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１３０３６２号公報
【特許文献２】特開２００５－３０４６５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述のような従来の商品陳列什器においては、ストッカは、予備の商品等の収
容のみを目的とし、ストッカを前方に引き出して、その中の商品を陳列することは意図し
ていない。
【０００５】
　それは、ストッカに収容した商品は、床面に近い場所に位置し、それを取り出すために
は、顧客が屈まなければならず、出入れが不便であるとともに、ストッカの前面板がその
出入れの妨げとなるからである。
　ストッカの前面板は、ストッカをストッカ収容空間に収容したとき、ストッカ収容空間
の前面を閉塞するためのものであるので、これを低くすることはできないことも影響して
いる。
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【０００６】
　本発明は、従来の技術が有する上記のような問題点に鑑み、ストッカの後部の形状を商
品の陳列に適するものとし、ストッカの向きを前後反転させて使用することにより、スト
ッカに商品陳列機能を持たせることができ、販売促進を図ることができるようにした商品
陳列什器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
　(１)　ベース棚板の下方に、前面が開放するストッカ収容空間を設け、このストッカ収
容空間に、ストッカを収容した商品陳列什器において、前記ストッカの上面を商品陳列面
とし、前記ストッカの前面を、前記ストッカ収容空間の前面を閉塞しうるとともに、前記
商品陳列面より上方に突出する閉塞板により形成し、かつ前記ストッカの後部における前
記商品陳列面上に、前記閉塞板の上端より低寸の落下防止柵を設け、前記ストッカを、前
後の向きを変えて前記ストッカ収容空間に出し入れしうるようにする。
【０００８】
　このような構成とすると、ストッカを、ストッカ収容空間より前方に引出して、前後の
向きを反転させ、商品陳列面上に商品を陳列することができ、商品の陳列面積を増大させ
て、商品の販売促進を図ることができる。
　このとき、前方に位置した落下防止柵は、閉塞板より低いので、商品陳列面上の商品を
取り出し易くなる。
　後方に位置した閉塞板は、ストッカ収容空間の開口部内に位置させておくと、その開口
部を閉塞することができ、商品陳列時の体裁をよくすることができる。
　ストッカ上に商品を陳列しておく必要のないときは、ストッカを元の向きに戻して、ス
トッカ収容空間内に収容し、ストッカ収容空間の開口部を閉塞板をもって閉塞しておくこ
とにより、体裁をよくすることができるとともに、商品陳列什器の占有床面積を小さくす
ることができる。
【０００９】
　(２)　上記(１)項において、ストッカを、上面が開放する箱状とし、その上端開口部に
、上面板を着脱自在に設け、この上面板の上面をもって、商品陳列面の一部とするととも
に、前記上面板より下方のストッカ内の空間を予備商品収容空間とする。
【００１０】
　このような構成とすると、上面板より下方のストッカ内の空間を、ストッカ本来の予備
商品等の収容空間として使用することができる。
【００１１】
　(３)　上記(２)項において、上面板の一部に、手掛け孔を設ける。
【００１２】
　このような構成とすると、上面板を、ストッカに着脱し易くなる。
【００１３】
　(４)　上記(１)～(３)項のいずれかにおいて、閉塞板の下縁に、手掛け用の凹部を設け
る。
【００１４】
　このような構成とすると、手掛け用の凹部に手を掛けて、ストッカを前方に引き出し易
くなる。
【００１５】
　(５)　上記(１)～(４)項のいずれかにおいて、ストッカ収容空間の後部より起立する左
右１対の支柱をもって、１または複数の棚板を、ベース棚板の上方に支持しうるようにす
る。
【００１６】
　このような構成とすると、棚板上に商品を陳列して、商品の陳列面積を増大させ、商品
の販売促進を図ることができ、また左右１対の支柱によって、複数の棚板、ベース棚板お
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よびストッカ収容空間の構成部材を安定よく支持することができるとともに、構成を簡略
化することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によると、ストッカの後部の形状を商品の陳列に適するものとし、ストッカの向
きを前後反転させて使用することにより、ストッカに商品陳列機能を持たせることができ
、販売促進を図ることができるようにした商品陳列什器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の商品陳列什器の一実施形態における、片方のストッカを引き出して前後
反転させ、その上面を商品陳列面として使用するときの状態を、斜め前上方から見た斜視
図である。
【図２】図１におけるII－II線縦断側面図である。
【図３】ストッカを、上面板を外した状態で斜め前上方から見た拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を、添付図面を参照して説明する。
　図１～図３は、本発明をパン販売用の商品陳列什器に適用した一実施形態を示す。
【００２０】
　図１および図２に示すように、この商品陳列什器は、左右方向に適宜の間隔をもって床
面上に立設した角管状の複数の(図示の例では３個の)支柱１を備えている。
　各支柱１の前面には、多数のスリット２が、左右２列として、かつ上下方向に等間隔を
もって穿設されている。
【００２１】
　左右の支柱１、１の上部同士、下部同士、および中間部同士は、左右方向を向く横連結
杆３(図２参照)をもって互いに連結され、その前面において、左右の支柱１、１間には、
バックパネル４が取り付けられている。
【００２２】
　左右の支柱１、１の下部前面には、側板５の後端部に固着したブラケット６の後端に設
けた複数の係止片６ａを、各支柱１の前面における対応するスリット２にそれぞれ係止す
ることにより、左右１対の側板５、５が取り付けられ、両側板５、５上には、ベース棚板
７が架設され、側板５、５に適宜固着されている。
【００２３】
　ベース棚板７の前部上面には、線材を折曲して形成した落下防止柵８が、ほぼ全幅に亘
って設けられている。
【００２４】
　ベース棚板７と左右の側板５、５とによって、前面が開放するストッカ収容空間９が形
成され、このストッカ収容空間９内に、ストッカ１０が収容しうるようになっている。図
１に示す例では、左右２個のストッカ収容空間９、９が形成され、そのそれぞれにストッ
カ１０が収容しうるようになっている。
【００２５】
　ストッカ１０は、上面が開放する箱状のストッカ本体１１を有し、その底板１２の下面
４隅に設けたキャスタ１３をもって、床面上を前後左右に移動可能、かつ垂直軸回りに回
転可能となっている。
【００２６】
　ストッカ本体１１は、上記底板１２と、その両側部に立設した両側板１４、１４と、そ
れらの前端に固着され、かつストッカ収容空間９の前面を閉塞しうる閉塞板１５と、底板
１２および両側部の後端に固着され、それらの後面を閉塞する後面板１６とからなってい
る。
【００２７】
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　ストッカ本体１１内における上端開口部より僅かに下方の４隅には、受片１７が固着さ
れており、この４個の受片１７によって、上面板１８が、着脱可能として、ほぼ水平に支
持されている。
【００２８】
　上面板１８の前後いずれかの中央部には、手掛け孔１８ａが設けられており、この手掛
け孔１８ａに手を掛けることによって、上面板１８をストッカ本体１１内に容易に着脱で
きるようにしてある。
【００２９】
　上面板１８の上面と、両側板１４、１４の上端と、後面板１６の上端とは、閉塞板１５
の上端より下方に位置し、それらによって商品陳列面Ｆが形成されている。
【００３０】
　商品陳列面Ｆの一部をなす後面板１６の上端には、落下防止柵８と同様の落下防止柵１
９が設けられている。この落下防止柵１９は、閉塞板１５の上端より低寸としてある。
【００３１】
　ストッカ本体１１内における上面板１８より下方の空間は、予備商品収容空間２０とし
てあり、上面板１８をストッカ本体１１から取り外すことにより、この予備商品収容空間
２０内に、予備商品を収容しうるようになっている。
【００３２】
　閉塞板１５の下縁中央と、後面板１６の下縁中央とには、円弧状の手掛け用の凹部２１
、２２が設けられており、これらの凹部２１、２２に手を挿入することにより、ストッカ
１０を移動し易くしてある。
【００３３】
　ストッカ収容空間９の後部より起立する左右１対の支柱１、１の前面には、左右１対の
ブラケット２３、２３が、その後端に設けた複数の係止片２３ａ、２３ａを、各支柱１の
前面における対応するスリット２にそれぞれ係止することにより、互いに等高として取り
付けられ、この両ブラケット２３、２３をもって、複数の棚板２４が、ベース棚板７の上
方に多段状に支持されている。
【００３４】
　この商品陳列什器においては、普段は、ストッカ１０を、図１の左方に示すように、閉
塞板１５が前方を向くようにして、ストッカ収容空間９内に収容し、ストッカ収容空間９
の開口部を閉塞板１５により閉塞し、商品をベース棚板７上と棚板２４上とに載置して陳
列する。
【００３５】
　陳列しようとする商品が増加したときは、ストッカ１０を、図１の左方に示す状態から
、閉塞板１５の下縁の凹部２１に手を掛けて、前方に引出した後、前後が反転するように
水平に１８０度回転させ、次いで、図１の右方に示すように、後部となった閉塞板１５を
、ストッカ収容空間９の開口部内に僅かに挿入して停止し、その状態で、図２に示すよう
に、ベース棚板７上に載置して陳列した食パン２５等の商品と同様のものを、ストッカ１
０の商品陳列面Ｆ上にも載置して陳列することができる。
【００３６】
　この状態では、前方に位置する落下防止柵１９は、閉塞板１５より低いので、商品を前
方より取り出し易く、しかも前方への落下を防止することができる。
【００３７】
　また、ストッカ１０の予備商品収容空間２０にも、予備の商品を収容しておくことがで
き、商品陳列面Ｆ上の商品が少なくなったとき、この予備の商品を商品陳列面Ｆ上に陳列
することができる。
【００３８】
　本発明は、上記実施形態のみに限定されるものではなく、特許請求の範囲を逸脱するこ
となく、例えば、次のような幾多の変形した態様での実施が可能である。
(１)　後面板１６の上端を商品陳列面Ｆより上方に突出させて、その上方の突出部分を、
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(２)　両側板１４、１４の上端にも、落下防止柵１９と同様のものを設けるか、またはそ
の上端を商品陳列面Ｆより上方に突出させて、その上方の突出部分を、落下防止柵とする
。
(３)　ストッカ１０の上面を商品陳列面Ｆとして使用するときに、ストッカ１０が不用意
に移動するのを防止するため、ストッカ１０と、側板５またはベース棚板７とのいずれか
一方に、他方に係合して、ストッカ１０の移動を阻止するストッパを設ける。
【符号の説明】
【００３９】
　Ｆ　商品陳列面
　１　支柱
　２　スリット
　３　横連結杆
　４　バックパネル
　５　側板
　６　ブラケット
　６ａ係止片
　７　ベース棚板
　８　落下防止柵
　９　ストッカ収容空間
１０　ストッカ
１１　ストッカ本体
１２　底板
１３　キャスタ
１４　側板
１５　閉塞板
１６　後面板
１７　受片
１８　上面板
１８ａ手掛け孔
１９　落下防止柵
２０　予備商品収容空間
２１、２２　凹部
２３　ブラケット
２３ａ係止片
２４　棚板
２５　食パン(商品)
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